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【公開日】平成19年5月24日(2007.5.24)
【年通号数】公開・登録公報2007-019
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【国際特許分類】
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【手続補正書】
【提出日】平成20年5月7日(2008.5.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　楽音の発音内容を示す発音イベントを演奏データから順次読み出して自動演奏する自動
演奏装置において、
　操作者によって操作されると操作状況に応じた操作信号を出力する操作子と、
　前記操作信号が出力されると次に発音すべき楽音の発音イベントを読み出して発音処理
する発音処理手段と、
　前記操作信号が出力された出力時刻を検出するとともに、前回の出力時刻との時間間隔
を算出する時間間隔算出手段と、
　前記楽音の発音長を制御するためのテンポを記憶する記憶手段と、
　前記時間間隔算出手段が算出した時間間隔と前回の前記操作信号の出力時刻に発音処理
された発音イベントの音符の長さとに基づきテンポを算出し、前記記憶手段に記憶された
テンポを更新するテンポ更新手段と、
　前記発音処理手段が処理をする発音イベントの発音長を前記テンポ更新手段によって更
新されたテンポに対応する長さに制御する発音長制御手段と
　を具備することを特徴とする自動演奏装置。
【請求項２】
　前記発音処理手段は同時発音すべき発音イベントが複数ある場合はそれら全てを読み出
して発音処理する
　ことを特徴とする請求項１に記載の自動演奏装置。
【請求項３】
　楽音の発音内容を示す発音イベントが複数のチャネルに配されている演奏データから前
記各チャネルの発音イベントを並行して順次読み出し、読み出した発音イベントを処理す
ることによりアンサンブル演奏をする自動演奏装置において、
　操作者によって操作されると操作状況に応じた操作信号を出力する操作子と、
　前記操作信号が出力されると予め決められた特定チャネルについて、次に発音すべき楽
音の発音イベントを読み出して発音処理する特定チャネル発音処理手段と、
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　前記操作信号が出力された出力時刻を検出するとともに、前回の出力時刻との時間間隔
を算出する時間間隔算出手段と、
　前記楽音の発音長を制御するためのテンポを記憶する記憶手段と、
　前記間時間隔算出手段が算出した時間間隔と前回の前記操作信号の出力時刻に発音処理
された発音イベントの音符の長さに基づきテンポを算出し、更新するテンポ更新手段と、
　前記特定チャネル発音処理手段が処理をする発音イベントの発音長を前記テンポ更新手
段によって更新されたテンポに対応する長さに制御する発音長制御手段と、
　前記特定チャネル発音処理手段が処理をしている発音イベントから次の発音イベントま
での区間に存在する他のチャネルの発音イベントを、前記テンポ更新手段が更新したテン
ポに応じた速さで順次読み出し、読み出した発音イベントが示す発音内容に応じた発音処
理をするとともに、各発音イベントの発音長を当該テンポに応じた長さに制御する他チャ
ネル発音制御手段と
　を具備することを特徴とする自動演奏装置。
【請求項４】
　前記特定チャネル発音処理手段は特定チャネルに同時発音すべき発音イベントが複数あ
る場合はそれら全てを読み出して発音処理する
　ことを特徴とする請求項３に記載の自動演奏装置。
【請求項５】
　コンピュータを、
　発音指示信号を受信すると次に発音すべき楽音の発音イベントを読み出し、当該発音イ
ベントが示す発音内容に応じた発音処理をする発音処理手段と、
　前記発音指示信号を受信した受信時刻を検出するとともに、前回の受信時刻との時間間
隔を算出する時間間隔算出手段と、
　前記楽音の発音長を制御するためのテンポを記憶する記憶手段と、
　前記時間間隔算出手段が算出した時間間隔と前回の前記発音指示信号の受信時刻に発音
処理された発音イベントの音符の長さとに基づきテンポを算出し、前記記憶手段に記憶さ
れたテンポを更新するテンポ更新手段と、
　前記発音処理手段が処理をする発音イベントの発音長を前記テンポ更新手段によって更
新されたテンポに対応する長さに制御する発音長制御手段
　として機能させるためのプログラム。
【請求項６】
　コンピュータを、
　発音指示信号を受信すると、予め決められた特定チャネルについて、次に発音すべき楽
音の発音イベントを読み出し、当該発音イベントが示す発音内容に応じた発音処理をする
特定チャネル発音処理手段と、
　前記発音指示信号を受信した受信時刻を検出するとともに、前回の受信時刻との時間間
隔を算出する時間間隔算出手段と、
　前記楽音の発音長を制御するためのテンポを記憶する記憶手段と、
　前記時間間隔算出手段が算出した時間間隔と前回の前記発音指示信号の受信時刻に発音
処理された発音イベントの音符の長さに基づきテンポを算出し、更新するテンポ更新手段
と、
　前記特定チャネル発音処理手段が処理をする発音イベントの発音長を前記テンポ更新手
段によって更新されたテンポに対応する長さに制御する発音長制御手段と、
　前記特定チャネル発音処理手段が処理をしている発音イベントから次の発音イベントま
での区間に存在する他のチャネルの発音イベントを、前記テンポ更新手段が更新したテン
ポに応じた速さで順次読み出し、読み出した発音イベントが示す発音内容に応じた発音処
理をするとともに、各発音イベントの発音長を当該テンポに応じた長さに制御する他チャ
ネル発音制御手段
　として機能させるためのプログラム。
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